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来週の投資戦略 (10/27-31)
首脳会談、金融政策、決算発表を注視

2025 年 10 月 26 日

小松 徹

注目事項 － 見所

日米決算発表 ― わが国はアドバンテスト（6857）、米国はマイクロソフトなど。
10 月 28 日米首脳会談 ― 高市首相、相性の良さアピール？
10 月 28-29 日、米連邦公開市場委員会（FOMC） ― 0.25%利下げ？次回は？
10 月 29-30 日、日銀、金融政策決定会合 ― 現状維持？展望レポートは？
10 月 30、米中首脳会談 ― レアアース、原油輸入問題に進展は？

株式市場見通し

先週火曜日の臨時国会で高市総理が誕生すると、市場は利食い売りで日経 225 が
50000 円を目前に翌日 10 時までに 1300 円下落した。だがその後急反発するなど変動
が拡大。財務相に大蔵省主計官出身の片山さつき参議院議員が起用されると、極端な
財政拡張はないとの見方が浸透し始めた。首相から財務相への指示書には租税特別措
置や補助金の見直しがある。これは自民党内にも反対勢力がいるだろう。金曜日の所
信表明演説には高市氏の考えが強く示されたが、今後どのように実現させるか。発足
時歴代 5 位の高支持率が維持されれば、早期解散もありうるとの見方も浮上している。
来週は日米首脳会談、日米金融政策、日米主要企業決算発表など目が離せない。

注目決算は、わが国では火曜日のアドバンテスト、水曜日の小松製作所（6301）、日
本電気（6701）、ディスコ（6146）、木曜日の日立製作所（6501）、富士通（6702）、
金曜日の TDK（6762）、村田製作所（6981）など。アナリストはアドバンテストの 7-
9 月期営業利益を前年比 68％増と予想しているが、実績がそれを上回っても一度利食
い売りが出るだろう。前回の発表で会社が大幅な業績上方修正を行ったが、株価は一
時 14％下落した。米国の注目決算は水曜日のアルファベット（グーグルの親会社）、
メタ・プラットフォーム、マイクロソフト、木曜日のアップル、アマゾンなど。

ところで、10 月第 3 週の投資家別売買動向から、海外投資家の買いがピークを打った
ことが示された。現物市場では買い越し額が第２週比 86％減に、先物市場では 41 百
億円の売り越しに転じた。なお、この週の市場は１％前後下落した。高市トレードは
終局に向かい、来週は個別企業の業績発表に左右されるだろう。

最後に来週の日米金融政策について。FOMC の結果が日本時間木曜日早朝に分かる。
政策金利の 0.25％利下げと先行き未定とのパウエル議長発言が予想される。日銀の金
融政策決定会合の結果は木曜日昼に分かる。現状維持となるだろうが、１～２割のエ
コノミストは利上げを見ているようだ。高市発言が最近ややトーンダウンしていると
はいえ、ここで利上げすれば、一部投資家が混乱するのは間違いない。午後３時半か
らの植田総裁に対する質問は新政権との関りに集中するだろう。

（注）財政金融緩和策を見込んで円安・株高を期待する取引

KPA の投資戦略
ロング（買い） ショート（売り）

好財務の割安株、今期増益株 高 PB 低位株、高 PE 新興株

(注) ヘッジ・ファンド向け戦略としての一例。投資期間は半年程度を想定。



2

コマツ・ポートフォリオ・アドバイザーズ

日経２２５

TOPIX



3

コマツ・ポートフォリオ・アドバイザーズ

米ドル・円相場
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